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研究要旨： 

【目的】平成 28 年 2 月に厚労省が公開した「事業場における治療と職業生活の両立支援
のためのガイドライン」（以下、ガイドラインと記載）を全国の企業に周知・普及させる
ための研修を立案し、その教材を作成することである。 
【方法】平成 27 年度に立案・実施した一日研修を元に、ディープ・アクティブラーニン
グ手法を用いた約２時間の研修プログラムを立案した。広島県内企業関係者を対象にし
て、研究班関係者が講師となって周知研修の feasibility を確認し、同プログラムを用い
て、全国展開時に講師となる予定の労働者健康安全機構両立支援促進員を対象としたトレ
ーナー研修を実施した。 
【研修内容と評価】両立支援促進員対象研修のプログラムは①講話（背景と全体像）、②
前提の理解（ガイドライン内容を互いに教え合うペアワーク）、③両立支援を行うための
環境整備（自社の状況評価と改善案作成）、④両立支援の進め方（ミニケースを用いた両
立支援プランの立案）、⑤質疑・まとめで構成された。広島県内企業関係者を対象とした
評価（５点満点）は、研修の全体的満足度 4.5±3.5 点、役立ち度 4.2±2.3 点、活用しよ
うと思う程度 4.1±2.1 点であった。両立支援員向け研修の内容については、2016 年 8月
9 日のパイロット研修の経験を反映して、レッスンプラン・投影用スライド（講師用説明
テキストつき）・受講者用テキスト・受講者アンケートの４点の教材から成る研修パッケ
ージを作成し、厚生労働省労働基準局安全衛生部労働衛生課に提出した。 
【結論】ガイドラインの周知・普及に向けた企業向け研修プログラム（トレーナー研修）
を立案し、教材を作成した。今後、本教材を用いた企業向けガイドライン周知研修の全国
展開が期待される。 
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Ａ．研究目的 
 
平成24年度から始まった国の第２期がん対策推進
基本計画の「分野別施策と個別目標」に「がん患者
の就労を含めた社会的な問題」への対応が掲げられ
て以来、都道府県レベルや労働行政の取り組みが急
速に広がっている。この国策を受けて、都道府県レ
ベルや労働行政の取り組みが急速に広がっている。 
平成 28 年 2 月には厚労省から「事業場における治
療と職業生活の両立支援のためのガイドライン」（以
下、ガイドラインと記載）が公表され、事業場が、
がんや脳卒中などの疾病を抱える従業員に対して適
切な就業上の措置や治療に対する配慮を行い、治療
と職業生活が両立できるようにするための取組がま
とめられた。 
 本研究の目的は、ガイドラインを全国の企業に普
及させるための周知研修を立案し、その教材を作成
することである。 
 
Ｂ. 研修内容と評価 
 
ガイドライン周知に向けて立案した研修プログラ
ムは、まず研究班関係者が講師となり、広島県内企
業を対象としたプレ研修を実施し、その実施可能性
を確認した。プレ研修は、広島県健康福祉局 医療・
がん対策部との共催で行った。次いで、研修の全国
展開時に講師となる、労働者健康安全機構の両立支
援促進員を対象として、ガイドライン周知に向けた
トレーナー養成研修を実施した。トレーナー養成研
修は、厚生労働省労働基準局安全衛生部労働衛生課
からの依頼を受け、独立行政法人労働者健康安全機
構産業保健課・産業保健業務指導課が実施する「平
成 28年度両立支援促進員会議」のプログラムとして
実施した。 
 
（１）広島県内企業を対象にした、ガイドライン理
解セミナーの企画・実施について 
 
平成２７年度に実施した企業向け一日研修プログ
ラムを元に、ガイドラインの内容周知に重点を置く
約２時間プログラムを立案した。 
① 受講者概要：広島県チームがん対策ひろしま（以
下 TGH）の登録企業等の人事・労務・厚生部門 
の方。22名 
② 日時：平成 28年 8月 4日 13時半～16時 
③ 会場：サテライトキャンパスひろしま 502大講
義室（広島県広島市） 
④ 実施理由：企業・団体の両立支援促進の一環と
して、当該ガイドラインの理解を深める 
⑤ 研修目標： 
1) 両立支援の背景、意義、留意事項を説明できる 
2) 両立支援の準備における自社の現状と改善候
補・改善案を記述できる（他の受講者との情報

交換も含む） 
3) 両立支援のニーズが発生した時のために、本ガ
イドの主な内容を把握し、人事がすべき事項（情
報収集、支援プランの作成）を体験する 

4) 評価方法： 
研修の満足度、役立度、活用しよう度（いずれも 5
件法,5点満点）ほか。 
※アウトカム評価、個人の作業内容・実施能力評価
今回は行わなかった。 
 
⑥ 研修プログラム（表１参照） 
 
⑦  評価結果（抜粋） 
 ５件法による評価（n=21） 
 

a) 研修の全体的満足度：  
平均＝4.5、標準偏差＝3.0 

自由記述 
・ 進行方法が，とても面白かったし，ためになりま
した。－１点は，もう少し時間が欲しい気がしま
した。 
・ ワークを通じて，分かりやすかったです。 
・ 初めて知ることばかりで，気付かされることばか
りで，新たな知識となったため。 
・ 会社で遅れている（急がれる）事項・制度であっ
た。 
・ 具体的なワークができて，イメージができた。と
ても納得感があるセミナーでした。 
・ 早期発見等の取り組みは出来ていたが，両立支援
の取り組みを今後，積極的に取り組んでいく事が
必要だと感じました。 
・ 実例をもって勉強をさせていただいた。セミナー
だけでは，これほど理解できなかった。 
・ 各社状況が違い，担当者も詳しい人もいれば，そ
うでない方もいる。設問・進み方難しかった。 
・ 正論は理解するが現場（企業側）はリスクを極力
最小限にしたいところ。  

など 
 

b) 役立度：  
平均＝4.2、標準偏差＝2.3 
 

c) 活用しよう度：  
平均＝4.1、標準偏差＝2.1 

 
（２）全国の両立支援研修講師を対象とした、「ガイ
ドライン理解セミナー（企業・人事向け）」の講師養
成研修会の立案・実施 
 
（１）の研修内容を講師として伝達できる人材養成
を目的として、講師養成研修を立案した。 
① 位置づけ： 
独立行政法人労働者全国安全機構 全国両立支援
促進員会議の１プログラム。労働者全国安全機構が
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全国で実施する「ガイドライン周知企業向け研修」
の講師となる両立支援促進員が、適切かつ円滑にガ
イドラインを周知するための研修を立案すること。 
② 受講者概要： 
同機構両立支援促進員及び事務局等 約 100 人
（最終受講者は、全国各地の規模業種さまざまな企
業団体の人事担当者等） 
③日時：2016年 8月 9日 9:30～12:30 
④会場：フクラシア東京ステーション（東京都千代
田区） 
⑤実施理由：企業業・団体の「両立支援」促進の一
環として、当該ガイドラインの理解を深める
    
⑧ ゴール： 
1) このガイドラインの前提となる考え方・情報を、
資料を見ながら 3分程度で説明できる 

2) 両立支援に関する自社の準備状況を確認し、担
当者としての改善案の立案体験をする 

3) 事例と様式例を用いて、支援案の立案体験をす
る  
 
⑦評価方法：※個人の作業内容・実施能力は評価し
ない。 
⑨ 研修プログラム（表２参照） 
 
Ｃ．結論 
 
 ガイドラインの全国周知に向けて、企業向け研修
と、その研修内容を伝達するための講師養成研修の
２種を立案した。両研修ともに、実施可能性が確認
された。 
両立支援員向け研修（後者）については、2016年

8 月 9 日のパイロット研修の経験を反映して、レッ
スンプラン・投影用スライド（講師用説明テキスト
つき）・受講者用テキスト・受講者アンケートの４点
の教材から成る研修パッケージを作成し、厚生労働

省労働基準局安全衛生部労働衛生課に提出した。今
後、本教材を用いた企業向けガイドライン周知研修
の全国展開が期待される。 
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Ｇ．研究発表 
 
なし 
 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
 
なし 
 
＜添付資料＞ 
資料１ 人事向け「両立支援ガイドライン理解セミ
ナー」レッスンプラン 
資料２ 同セミナー 進行資料（スライド）（講師用
説明テキストは割愛） 
資料３ 同セミナー 受講者用テキスト 
資料４ 同セミナー 受講者アンケート 
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表１ 広島県内企業対象ガイドライン理解セミナー研修プログラム 

 

オリエンテーション 

主催者挨拶 

広島'労働局からの、ガイドラインの背景と概要説明 

産保センターによる事業内容の説明 

拠点病院相談支援センターからの説明 

講話 本研修の進め方、ガイドの構成 

前提の理解 

（ペアワーク） 

①両立支援を巡る状況 

②位置づけと意義 

③留意事項 

①～③まとめ 

両立支援を行うための 

環境整備 

（実施前の準備事項） 

シート記入 

改善案の紹介や、阻害要因などのアイデア交換 

両立支援の進め方 
ミニケースを用いて、両立支援プランを立案してみる 

（ガイド p16 の記入体験） 

質疑、アンケート記入   

 

 

 

表２ 両立支援促進員対象「ガイドライン理解セミナー（企業・人事向け）」講師養成研修会プログラム 

 

※下記の事項を、「企業向け研修」の実演と、その際の講師としての留意点の説明を交互に行う 

 

講話 背景と全体像 

前提の理解 
（ペアワーク） 

§1 両立支援を巡る状況 
§2位置づけと意義 

§3留意事項 

§1～3 まとめ 

両立支援を行うための環境整備 
（実施前の準備事項） 

自社の状況評価と改善案作成 

両立支援の進め方 
ミニケースを用いて、両立支援プランを立案してみ
る 
（ガイド p16 の記入体験） 

質疑、まとめ   
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